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第２２期第２回北海道連合海区漁業調整委員会議事録 

 

 

１ 開 催 日   令和３年６月 28 日（月） 

 

２ 開催方法  書面による開催 

        （各委員へ事前に資料を送付し、議事及び報告事項について、書面で質

疑等及び書面表決書の提出を求める。） 

 

３ 出席委員  会  長   工 藤 幸 博 

        副会長  川 崎 一 好  濱 野 勝 男 

        委 員  阿 部 国 雄  岩 田 廣 美  大 澤 晃 弘 

             横 内 武 久  須 永 忠 幸  今    隆 

             國 分 豊 子  本 間 靖 敏  藤 森 康 澄 

             三 宅  博 哉  原 口  聖 二 

               

４ 議題 

議案第１号 「令和３年度秋さけの親魚確保及び適正利用を図るための実施方針

（案）」について 

 

５ 協議事項 

  （１）全国海区漁業調整委員会連合会役員の選出について 

 

６ 報告事項 

  （１）資源管理方針の一部改正について 

  （２）漁獲可能量の設定・変更について 

  （３）マツカワ資源管理協定の農林水産大臣認定について 

  （４）委員会規程等について 

  （５）北海道連合海区漁業調整委員会個人情報保護事務取扱要綱及び 

    北海道連合海区漁業調整委員会公文書開示事務取扱要綱の一部改正について 

 

７ 審議結果 

【議案第１号】「令和３年度秋さけの親魚確保及び適正利用を図るための実施方針（案）」 

      について 

（１）審議理由 

 本議案は、本道に来遊する秋さけについて、親魚確保対策及び密漁対策等を講

じ、安定的な資源構造及び適正な利用のため、毎年連合海区で決定しているもの

である。 
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（２）審議内容 

 本年も、昨年に引き続き当該実施方針を定め、関係者に周知するもので、昨年

との変更点は年度のみである。 

 

（３）審議結果 

 １５名の委員中１４名から書面表決書の提出があり、１４名全員から承認する

回答があったので、原案どおり決定する。 

 

【協議事項（１）】全国海区漁業調整委員会連合会役員の選出について 

 （１）協議理由 

現役員の任期が令和３年５月の総会までとなっているため、新たな役員選出が必要

であるが、そのうち、北海道連合海区の会長が理事、副会長１名が監事として選任さ

れることとなっている。 

 

（２）協議内容 

工藤会長を理事、川崎副会長を監事とする。 

 

 （３）審議結果 

１５名の委員中１４名から書面表決書の提出があり、１４名全員から承認する

回答があったので、原案どおり決定する。 

 

【報告事項（１）】資源管理方針の一部改正について 

（１）報告内容 

 北海道資源管理方針への、まさば及びごまさば太平洋系群、ずわいがに北海道

西部系群、ずわいがにオホーツク海南部の別紙の追加、及びサンマに関する別紙

１－１、まあじに関する別紙１－２、まいわしに関する別紙１－３の一部変更を

行った。 

 

（２）質疑等 

●北海道資源管理方針別紙第４にある「漁獲可能量による管理以外の手法」につ

いて、今後、手法や隻数を見直す予定はあるか。 

  ⇒【資源管理係】 

 漁獲努力量（漁船隻数）については、今後の資源状況などから、必要に応じて

対応して参りたいと考えています。 

 

【報告事項（２）】漁獲可能量の設定・変更について 

（１）報告内容 

 まさば及びごまさば、ずわいがにの令和３管理年度のTACとその配分を定めた。 

 また、さんまの令和３管理年度の TAC 配分について、知事管理量で改定前より
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9,300 トン減となり、道東太平洋海域及びオホーツク海海域のさんま漁業から

9,000 トン、その他海域のその他漁業から 300 トンが削減された。 

 

（２）質疑等 

 なし 

 

【報告事項（３）】マツカワ資源管理協定の農林水産大臣認定について 

（１）報告内容 

 マツカワ資源管理協定の大臣認定申請に係る進捗状況及び今後の予定について

報告を行った。 

 

（２）質疑等 

●当該協定にマツカワが新たに加わったとの理解でよいか。 

  ⇒【資源管理係】 

当該協定自体は、平成 18 年に結ばれて以降、5 年ごとに更新されており、直近

では令和 3 年 3 月に更新され、4 月より有効となっています。 

 更新された当該協定について、海洋水産資源開発促進法施行令に定められてい

る「大臣認定」の申請手続きを行った、というのが本報告事項の趣旨となります。 

 

【報告事項（４）】委員会規程等について 

（１）報告内容 

 北海道連合海区漁業調整委員会に係る規程等について情報提供を行った。 

 

（２）質疑等 

 なし  

 

【報告事項（５）】北海道連合海区漁業調整委員会個人情報事務取扱要綱及び北海道

連合海区漁業調整委員会公文書開示事務取扱要綱の一部改正について 

（１）報告内容 

 当該２要綱について、進展する情報化社会に対応、推進していくために、公文

書等の写しの交付方法として、原本をスキャナにより読み取ってできた電磁的記

録（PDF 形式）を光ディスクに複写して作成したものを交付する方法を新たに規

定した。 

 

（２）質疑等 

 なし 
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８ 議事録署名委員の指名 

委員会規程第６条により、次の委員を議事録署名委員に指名する。 

 濱野 勝男、岩田 廣美  

 

 

以上、会議のてん末は、記載のとおり相違ないことを証明する。 

 

 令和３年  月  日 

 

北海道連合海区漁業調整委員会      会長             

               議事録署名委員  

               議事録署名委員 


